
令和 5 年度 D＆I研修 

性の多様性を理解する－大学における支援を考える ＜開催報告＞ 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 6月「性的指向及びジェンダー・アイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関す

る法律」が施行されたことを踏まえ、今年度は“性の多様性を理解する－大学における支援を考える”を
テーマとして、教職員を対象に研修を実施しました。 

 

まず、上田夏生学長から開会の挨拶が述べられ、講師の葛西真記子氏（鳴門教育大学 人間教育専攻心

理臨床コース 教授）による講義が行われました。「なぜ大学で性の多様性を理解する必要があるの

か」、「大学でできること」、「学生対応で注意を要するポイント」について、具体的な事例を交えなが

ら、お話をいただきました。 

閉会挨拶では、ダイバーシティ推進室の高木室長より、「D＆I 推進に向けてのガイドライン」および D

＆I に関する相談窓口についての情報提供がありました。 

 

アンケートには、「正しい知識を身につけることは大切だと痛感した」、「学生の支援については、学生

と共に考えていくという姿勢が重要だということが印象に残った」、「具体的な事例の紹介があったの

で、今後どのような取り組みが必要になるかをイメージしやすかった」といった声が寄せられ、大変有

意義な時間となりました。 

今後も、ダイバーシティ推進室では、D&I に関する様々なテーマで、定期的に研修を実施していく予定

です。 

 

 

 

日時    ：2023 年 12 月 21 日(木) 13:00〜14:00  

会場    ：オンライン（Zoom 配信） 

参加申込者数：教職員 160 名 

講師の葛西真記子氏 D＆I 推進に向けてのガイドライン

とリーフレット 


